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表 3. 国内での NBT 研究・開発状況 

 
 
 
 
 
 

表 4. 国内での GM 植物（機能性食品）研究・開発状況 
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表 5. 国内での GM 植物（経口ワクチン、食用医薬、抗体医薬、治療薬、環境浄化、バイオ燃料）研究・開
発状況 

 
 
 

 
表 6. 2013 年の薬用、環境浄化用、工業用（食用作物）GM 植物及び NBT 研究・開発状況（NBT、試薬、
治療薬） 

 
 
 

区分  作物 

 

演題  研究・開発機関  

経口ワクチン  イネ  

佐生愛，重光隆成，齊藤雄飛，田中愛実，森田重 
人，佐藤茂，増村威宏：経口ワクチン用キャリアーを目指したイネ種子PB-Iの特定部位への外来タン
パク質局在化と消化酵素耐性に関する研究 ，第３1回日本植物細胞分子生物学会（札幌）大会・シン
ポジウム講演要旨集1Ca-12，p.146，2013年9月．  

日本・京都府大院・生命環境，京都農
技セ・生資セ 

 

食用医薬  イネ  
菊田桃香，佐生愛，重光隆成，森田重人，佐藤茂，増村威宏：抗菌タンパク質を発現するイ ネに関す
る研究，第３1回日本植物細胞分子生物学会（札幌）大会・シンポジウム講演要旨集1Ca-13，p.147，
2013年9月．  

日本・京都府立大学院・生命環境，京
都府立大学・ 生命環境学部，京都農
技セ・生資セ 

 

食用医薬  

ダイズ（主要な貯蔵タンパ
ク質である7S及び11Sグロ
ブリンを欠失した変異ダイ
ズ系統JQ）  

寺川輝彦，長谷川久和，瓦林毅，島田康，丸山伸之，石本政男，東海林幹夫：アルツハイマー病エピ
トープ融合タンパク質のダイズへの高蓄積化と予防効果，第３1回日本植物細胞分子生物学会（札
幌）大会・シンポジウム講演要旨集1Cp-01，p.149，2013年9月．  

日本・北興化学・開発研，弘前大院・医，
京都大院・農・生物研  

食用医薬  イネ  
赤間 一仁，後藤春樹，越智ありさ，二川健：廃用性筋萎縮の予防と治療を目的とした健康機能性米
の開 発，第３1回日本植物細胞分子生物学会（札幌）大会・シンポジウム講演要旨集1Cp-02，p.150，
2013年9月．  

日本・島根大・生資，徳島大・生体栄養 

抗体医薬  タバコ  
永利友佳里，池田美穂，高木優：シロイヌナズナ AtIBH1遺伝子を用いた植物工場適性植物の開発，
第３1回日本植物細胞分子生物学会（札幌）大会・シンポジウム講演要旨集P-68，p.310，2013年9月． 

日本・産総研・バイオプロセス，埼玉大
学・環境科学  

治療薬  ハナビシソウ  
○山田  泰之，本村幸也，島田友恵，小倉康平，吉本忠司，加藤伸彦，小山知嗣，佐藤文彦：イソキノ
リンアルカロイド生  合成系を制御する転写因子 CjWRKY1 の機能解析 
第３1回日本植物細胞分子生物学会（札幌）大会・シンポジウム講演要旨集1Aa-09，p.87，2013年9月．

日本・京大院・生命科学，サ ントリー
生科財団・生有研  

治療薬  イネ  
高岩文雄，工藤恭子，太田賢，楊麗軍，若佐雄也：ヒト IL-7のイネ種子胚乳中での産生によって誘導
される小胞体ストレス，第３1回日本植物細胞分子生物学会（札幌）大会・シンポジウム講演要旨集
2Aa-10，p.200，2013年9月．  

日本・農業生物資源研・組換えセン
ター・機能性作物  

治療薬  イネ  
藤原義博，高岩文雄，楊麗軍，関川賢二：組換えイネによるサイトカイン(IL-4, IL-6)の発現と精製：第
３1回日本植物細胞分子生物学会（札幌）大会・シンポジウム講演要旨集P-91，p.332，2013年9月．  

日本・ プリベンテック，農業生物資源
研 

 

環境浄化  タバコ（BY-2培養細胞）  
増山文博，保倉明子，阿部知子，平野智也，寺田靖子，佐野 俊夫：放射光蛍光 X 線分析によるタバ
コ BY-2培養細胞 におけるCd 蓄積機構の解明，第３1回日本植物細胞分子生物学会（札幌）大会・シ
ンポジウム講演要旨集P-75，p.317，2013年9月．  

日本・東京電機大学・院・工学研，理
研・イノベーションセン ター，理研・仁
科センター，JASRI，法政大学・生命科
学・ 生命機能学科  

バイオ燃料  イネ  
古川佳世子，濁川睦，園木和典，伊藤 幸博：老化誘導プロモーターとセル ラーゼを用いた高糖化性
イネ の開発，第３1回日本植物細胞分子生物学会（札幌）大会・シンポジウム講演要旨集1Cp-07，p.
155，2013年9月．  

日本・東北大・ 農，弘前大・農学生命  
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表 7. 2013 年の薬用、環境浄化用、工業用（食用作物）GM 植物及び NBT 研究・開発状況（環境浄化、治
療薬） 

 
 
 
 
表 8. 2013 年の薬用、環境浄化用、工業用（食用作物）GM 植物及び NBT 研究・開発状況（機能性食品そ
の 1） 
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表 9. 2013 年の薬用、環境浄化用、工業用（食用作物）GM 植物及び NBT 研究・開発状況（機能性食品そ
の 2） 

 
 
 
 

表 10. 2013 年の薬用、環境浄化用、工業用（食用作物）GM 植物及び NBT 研究・開発状況（経口ワクチン、
食用医薬、ワクチン抗原） 
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表 11. 2013 年の薬用、環境浄化用、工業用（食用作物）GM 植物及び NBT 研究・開発状況（抗体医薬、試
薬、治療薬） 

 
 
 
 
表 12. 2013 年の薬用、環境浄化用、工業用（食用作物）GM 植物及び NBT 研究・開発状況（治療薬） 
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表 13.  2013 年の薬用、環境浄化用、工業用（食用作物）GM 植物及び NBT 研究・開発状況（国・区分別
集計） 

 

国名＼区分  NBT  環境浄化  産業用   機能性食品  経口ワクチン  食用医薬  ワクチン抗原  抗体医薬  治療薬  試薬・診断薬  小計  

カナダ  0  0  0  1  0  0  0  1  0  0  2  

米国  2  0  0  2  0  3  1  0  2  0  10  

キューバ  0  0  0  0  0  0  0  1  0  0  1  

韓国  2  1  0  6  0  0  0  2  5  0  16  

中国  2  10  0  8  2  0  1  1  6  1  31  

台湾  0  0  0  0  1  0  0  0  0  0  1  

日本  0  1  0  2  0  0  0  0  2  0  5  

オーストラリア  0  0  0  1  0  0  0  0  0  0  1  

インド  1  1  0  0  0  0  0  1  1  1  5  

イラン  0  0  0  0  0  0  0  0  1  0  1  

トルコ  0  1  0  0  0  0  0  0  0  0  1  

ロシア  0  0  0  0  1  0  0  0  0  0  1  

チェコスロバキア  0  0  0  0  0  0  1  0  0  0  1  

オランダ  0  0  0  0  0  0  0  0  0  1  1  

ドイツ  0  0  0  0  0  0  0  1  0  0  1  

スイス  0  0  0  6  0  0  0  0  0  0  6  

フランス  2  0  0  0  0  0  0  0  2  0  4  

英国  0  0  0  1  0  0  0  0  0  0  1  

小計  9  14  0  27  4  3  3  7  19  3  89  

区分別集計は、重複を含む  


